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　本論文は，米国フェルミ国立加速器研究所の陽子反陽子衝突型加速器テバトロンを用いた重心系エネル
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壊し（τℓ →μvv or evv），他方のタウ粒子がハドロニック崩壊した（τh → nπv）事象を選別してレプトクォー
ク探索を行う。
　LQ＋LQ →τℓb＋τhb，τℓ →μvv or evv，τh → nπv
　この信号事象を選別するには，まずエネルギーが 0GeV 以上の電子 e あるいはμ粒子が一個存在するこ






















37GeV となり，これまでの下限である 225GeV を大きく改善することに成功した。
　以上のように，この論文は素粒子物理学の発展に大いに貢献するものである。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
